
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

【

公

安

委

員

会

】

○

猟

銃

の

操

作

及

び

射

撃

の

技

能

に

関

す

る

講

習

生

活

安

全

企

画

課

担

当

課

（

室

）

の

実

施

目

次

○

〃

〃

【

告

示

】

○

特

定

施

設

の

構

造

等

変

更

許

可

申

請

環

境

管

理

課

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

の

事

業

の

廃

止

指

導

監

査

室

○

救

急

病

院

の

指

定

医

療

推

進

課

○

土

地

改

良

事

業

の

施

行

認

可

耕

地

課

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

○

自

動

車

専

用

道

路

の

指

定

〃

【

公

告

】

○

都

市

計

画

の

変

更

に

係

る

図

書

の

写

し

の

縦

覧

都

市

計

画

課

○

都

市

計

画

事

業

の

事

業

計

画

の

変

更

に

関

す

る

〃

周

知

の

た

め

の

措

置

○

道

路

の

位

置

の

指

定

建

築

指

導

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

〃

の

完

了

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

選

挙

権

を

有

す

る

者

の

総

数

の

五

十

分

の

一

の

選

挙

管

理

委

員

会

数

及

び

三

分

の

一

の

数

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
八
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
構
造
等
の
変
更
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
の
構
造
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結

果
に
基
づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申

請
の

概
要

申
請

者
の

氏
名

又
は

名
称

及
び

住
所

並
び

に
法

人
に

あ
て

は
そ

の
代

表
者

の
氏

名
(
1
)

っ

名
称

株
式

会
社

ク
ラ

レ

住
所

倉
敷

市
酒

津
番

地
1
6
2
1

氏
名

代
表

取
締

役
社

長
伊

藤
正

明

工
場

又
は

事
業

場
の

名
称

及
び

所
在

地
(
2
)名

称
株

式
会

社
ク

ラ
レ

鶴
海

事
業

所

所
在

地
備

前
市

鶴
海

番
地

4
3
4
2
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(3) 特定施設に関する事項
変更なし

(4) 汚水等の処理施設に関する事項

区 分 変 更 前 変 更 後

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 処理施設（Ｂ） 同左

ｐＨ調整槽，中水原水槽，処理水槽，中和槽，
中和槽 かくはん槽 濃縮沈殿槽 遠心分離機， ， ， ， ， ， ， ，種 類 及 び 型 式 かくはん槽 濃縮沈殿槽 遠心分離機 中水槽
中水槽，膜ろ過装置 膜ろ過装置

中和槽ＳＳ＋ＦＲＰライニング，ＰＶＣ，かく ｐＨ調整槽ＳＵＳ，中水原水槽ＳＵＳ，処理水
はん槽ＳＳ 濃縮沈殿槽ＳＳ 遠心分離機ＳＳ 槽ＳＵＳ，中和槽ＰＶＣ，かくはん槽ＳＳ，濃

構 造
， ， ，

中水槽ＳＳ，膜ろ過装置ＳＵＳ，中空糸膜エレ 縮沈殿槽ＳＳ，遠心分離機ＳＳ，中水槽ＳＳ，
メント37本 膜ろ過装置ＳＵＳ，中空糸膜エレメント37本

ｐＨ調整槽φ2.8ｍ×Ｈ4.0ｍ×２槽，中水原水中和槽Ｌ3.5ｍ×Ｗ0.8ｍ×Ｈ1.0ｍ×２槽，中 槽φ1.5ｍ×Ｈ3.5ｍ，処理水槽φ2.0ｍ×Ｈ4.0和槽Ｌ1.5ｍ×Ｗ0.6ｍ×Ｈ0.7ｍ，かくはん槽 ｍ，中和槽Ｌ1.5ｍ×Ｗ0.6ｍ×Ｈ0.7ｍ，かく
Ｌ3.5ｍ×(Ｗ1.5ｍ，Ｗ2.1ｍ)×Ｈ2.9ｍ，濃縮 ， ，
沈殿槽φ6.0ｍ×Ｈ2.89ｍ φ4.0ｍ×Ｈ4.0ｍ， ，

はん槽Ｌ3.5ｍ×(Ｗ1.5ｍ Ｗ2.1ｍ)×Ｈ2.9ｍ
主 要 寸 法 濃縮沈殿槽φ6.0ｍ×Ｈ2.89ｍ，φ4.0ｍ×Ｈ

遠心分離機φ0.52ｍ×Ｌ1.45ｍ，中水槽φ2.9 4.0ｍ，遠心分離機φ0.52ｍ×Ｌ1.45ｍ，中水ｍ×Ｈ8.45ｍ，膜ろ過装置φ0.708ｍ×Ｈ2.32 槽φ2.9ｍ×Ｈ8.45ｍ，膜ろ過装置φ0.708ｍ×ｍ（外形 ，φ0.089ｍ×Ｈ1.07ｍ（モジュー） Ｈ2.32ｍ（外形 ，φ0.089ｍ×Ｈ1.07ｍ（モル） ）
ジュール）

能 力 同左中和，濃縮沈殿，遠心分離2,400㎥／日，膜ろ
過504㎥／日

処 理 の 方 法 中和，濃縮沈殿，遠心分離，膜ろ過 同左

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 平成31年10月末日

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 完成後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左
の概要

使用時における 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後
当該汚水等の処 区 分
理施設による処 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
理前及び処理後
の汚水等の汚染 水 量（㎥／日） 920.71 1,184.54 920.71 1,184.54
状態の通常の値
及び最大の値並 ｐ Ｈ 4～8 4～8 7～8 7～8
びに当該汚水等
の通常の量及び ＣＯＤ（mg／Ｌ） 145.07 317.99 18.38 33.68
最大の量

Ｓ Ｓ（mg／Ｌ） 268.78 492.08 11.42 16.29 同左

油 分（mg／Ｌ） <0.5 1 <0.5 1

Ｔ－Ｎ（mg／Ｌ） 9.95 19.87 7.66 10.12

Ｔ－Ｐ（mg／Ｌ） 0.845 1.652 0.845 1.652
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(5) 排水口に関する事項

排 水 口 番 号 Ｂ水路排水口 Ｎｏ．７排水口 Ｎｏ．７排水口

変 更 前 変 更 後 新 設 廃 止
区 分

通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大

水 量（㎥／日） 774.01 1,242.66 773.51 1,241.66 0.6 0.75

ｐ Ｈ 6～8 6～8 同左 同左

ＣＯＤ（mg／Ｌ） 14.08 21.23 14.09 21.24 0.5 1

Ｓ Ｓ（mg／Ｌ） 8.91 12.48 8.92 12.49 <0.5 1
同左

油 分（mg／Ｌ） <0.5 1 同左 同左

Ｔ－Ｎ（mg／Ｌ） 6.72 9.89 6.72 9.88 <0.5 1

Ｔ－Ｐ（mg／Ｌ） 0.685 1.222 <0.1 0.2
同左

大腸菌群数（個／㎤） <3,000 3,000 0 0

２ 縦覧の期間及び場所

(1) 期 間 平成31年３月19日から同年４月９日まで

(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び備前市役所
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
九
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

ワ
イ
ン
の
里
弐
番
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

２

所
在
地

岡
山
県
赤
磐
市
西
軽
部
一
二
六
〇
番

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

有
限
会
社
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ

２

所
在
地

岡
山
県
浅
口
市
鴨
方
町
鴨
方
一
一
八
九
番
地
三

三

廃
止
年
月
日

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
二
二
〇
一
四
〇
四

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

通
所
介
護

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

高
寿
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

２

所
在
地

岡
山
県
津
山
市
下
高
倉
西
一
五
八
一
番
地
一

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
津
山
福
祉
会
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２

所
在
地

岡
山
県
津
山
市
下
高
倉
西
字
ビ
シ
ヤ
コ
谷
一
五
八
一
番
一

三

廃
止
年
月
日

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
〇
三
〇
二
三
四
五

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

通
所
介
護
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
二
十
号

次
の
病
院
は
、
救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
に
規
定

す
る
救
急
病
院
で
あ
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

岡
山
東
部
脳
神
経
外
科
病
院

所
在
地

岡
山
市
北
区
牟
佐
九
六

一

－

名

称

公
益
財
団
法
人
大
原
記
念
倉
敷
中
央
医
療
機
構
倉
敷
リ
バ
ー
サ
イ
ド
病
院

所
在
地

倉
敷
市
鶴
の
浦
二

六

一
一

－
－

二

有
効
期
限

平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
二
十
一
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
新
規

土
地
改
良
事
業
の
施
行
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
事
業
を
行
う
者
の
名
称

高
崎
土
地
改
良
区

二

地
区
名
及
び
工
種

地
区
名

工

種

流
幹
川
上

か
ん
が
い
排
水

三

認
可
年
月
日

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
六
日
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
二
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

一
般
国
道

二

路

線

名

四
八
四
号

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

新

五
八
一
・
〇

赤
磐
市
稲
蒔
字
大
畑
一
一
一
九
番
一
地
先
か
ら

一
一
・
五
～

赤
磐
市
光
木
字
七
畝
田
六
七
九
番
五
地
先
ま
で

二
三
・
四

旧

五
八
一
・
〇

赤
磐
市
稲
蒔
字
大
畑
一
一
一
九
番
一
地
先
か
ら

八
・
二
～

赤
磐
市
光
木
字
七
畝
田
六
七
九
番
五
地
先
ま
で

一
五
・
四

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

岡
山
吉
井
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

和
気
郡
和
気
町
小
坂
字
山
本
四
〇
一
番
地
先
か

一
一
・
〇
～

ら
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赤
磐
市
八
島
田
字
宮
ノ
下
六
〇
九
番
一
地
先
を

新

八
九
二
二
・
七

三
五
一
・
五

経
て

赤
磐
市
稲
蒔
字
林
原
一
一
六
五
番
地
先
ま
で

和
気
郡
和
気
町
小
坂
字
山
本
四
〇
一
番
地
先
か

八
九
二
二
・
七

ら

二
五
・
〇
～

三
七
〇
・
〇

赤
磐
市
八
島
田
字
宮
ノ
下
六
〇
九
番
一
地
先
を

旧

経
て

赤
磐
市
稲
蒔
字
林
原
一
一
六
五
番
地
先
ま
で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

佐
伯
長
船
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

和
気
郡
和
気
町
小
坂
字
山
本
四
〇
二
番
地
先
か

新

九
八
〇
二
・
五

ら

一
二
・
一
～

赤
磐
市
可
真
上
九
九
五
番
七
地
先
を
経
て

二
六
四
・
〇

赤
磐
市
弥
上
一
五
番
一
地
先
ま
で

一
二
・
一
～

和
気
郡
和
気
町
小
坂
字
山
本
四
〇
二
番
地
先
か

旧

九
八
〇
二
・
五

ら

二
七
〇
・
〇

赤
磐
市
可
真
上
九
九
五
番
七
地
先
を
経
て

赤
磐
市
弥
上
一
五
番
一
地
先
ま
で
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
二
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

供

用

開

始

道
路
の

路

線

名

区

間

年

月

日

種

類

（

時

間

）

一
般
国

四
八
四
号

赤
磐
市
稲
蒔
字
大
畑
一
一
一
九
番
一
地
先
か
ら

平
成
三
十
一

道

赤
磐
市
光
木
字
七
畝
田
六
七
九
番
五
地
先
ま
で

年
三
月
二
十

四
日
（
十
五

県
道

岡
山
吉
井
線

和
気
郡
和
気
町
小
坂
字
山
本
四
〇
一
番
地
先
か
ら

時
）

赤
磐
市
八
島
田
字
宮
ノ
下
六
〇
九
番
一
地
先
を
経
て

赤
磐
市
稲
蒔
字
林
原
一
一
六
五
番
地
先
ま
で

佐
伯
長
船
線

和
気
郡
和
気
町
小
坂
字
山
本
四
〇
二
番
地
先
か
ら

赤
磐
市
可
真
上
九
九
五
番
七
地
先
を
経
て

赤
磐
市
弥
上
一
五
番
一
地
先
ま
で

平成３１年３月１９日　岡山県公報　第１２０７７号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
二
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
自
動
車

専
用
道
路
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

指

定

す

る

路

線

名

指

定

す

る

道

路

の

区

間

種

類

期

日

県
道

岡
山
吉
井
線

和
気
郡
和
気
町
小
坂
字
山
本
四
〇
一
番
地
先
か
ら

平
成
三
十
一

赤
磐
市
稲
蒔
字
林
原
一
一
六
五
番
地
先
ま
で

年
三
月
十
九

日

佐
伯
長
船
線

和
気
郡
和
気
町
小
坂
字
山
本
四
〇
二
番
地
先
か
ら

赤
磐
市
可
真
上
九
九
五
番
七
地
先
を
経
て

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
塩
納
字
奥
一
四
九
〇
番
一
地
先
ま

で

平成３１年３月１９日　岡山県公報　第１２０７７号



〔
一
一
〇
〕
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
倉
敷
市
か
ら
岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
下
水
道
倉
敷
公
共
下
水

道
に
つ
い
て
の
都
市
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
写
し
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦

覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

都
市
計
画
の
種
類

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
下
水
道
倉
敷
公
共
下
水
道

二

都
市
計
画
の
変
更
年
月
日

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
七
日

三

縦
覧
場
所

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課

、

、

。

な
お

原
本
は

倉
敷
市
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
局
下
水
道
部
下
水
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る

平成３１年３月１９日　岡山県公報　第１２０７７号



〔
一
一
一
〕
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国

土
交
通
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
三
・
二
十
五
早
島
大
砂
線

二

施
行
者
の
名
称

岡
山
県

三

事
務
所
の
所
在
地

倉
敷
市
羽
島
一
〇
八
三
（
岡
山
県
備
中
県
民
局
内
）

四

事
業
地
の
所
在

変
更
な
し

平成３１年３月１９日　岡山県公報　第１２０７７号



〔
一
一
二
〕
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。

そ
の
関
係
図
面
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
備
中
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
お
い
て
、
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。平

成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

番

号

道
路
の
幅
員

道
路
の
延
長

道

路

の

位

置

（

）
（

）

指

定

年

月

日

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

岡
山
県
指
令
備
中
局

都
窪
郡
早
島
町
早
島
字
東
山
二
三
九
六
番

四
・
〇
〇

三
四
・
〇
六

、

、

、

建
第
二
〇
四
一
号

五

二
四
〇
三
番
一

二
四
〇
三
番
一
二

平
成
三
十
一
年
三
月

二
三
九
六
番
五
地
先
道
、
二
四
〇
三
番
一

十
一
日

地
先
水
路

平成３１年３月１９日　岡山県公報　第１２０７７号



〔
一
一
三
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
岡
谷
字
坪
井
三
三
九

一

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

倉
敷
市
笹
沖
四
六
八

五

－

株
式
会
社
岡
山
医
学
検
査
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役

矢
吹

数
男

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
八
九
号

平成３１年３月１９日　岡山県公報　第１２０７７号



〔
一
一
四
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
岡
谷
字
坪
井
三
三
七

一
、
三
三
八

一

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
庄
新
町
四

一

一
〇

－
－

楠
葉

晃

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
九
〇
号

平成３１年３月１９日　岡山県公報　第１２０７７号



〔
一
一
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
南
溝
手
字
西
鷺
瀬
四
三
〇

三

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

岡
山
市
北
区
吉
備
津
二
七
六

一
神
椿
ガ
ー
デ
ン
一
〇
三

－

中
川

友
貴

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
六
〇
号

平成３１年３月１９日　岡山県公報　第１２０７７号



〔
一
一
六
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
北
溝
手
字
山
崎
東
ノ
丁
二
四

一
、
二
四

五

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
日
吉
町
四
七
六

七
フ
ォ
ブ
ー
ル
日
吉
一
〇
一

－

栢
野

智
史

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
九
一
号

平成３１年３月１９日　岡山県公報　第１２０７７号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
十
三
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項

に
規
定
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
並
び
に
同
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第

八
十
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
並
び
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
挙
権
を

有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は

そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と

を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に

八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

藤

原

健

補

一

選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数

三
一
、
七
二
六

二

選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場

合
に
あ
っ
て
は
そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を

乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八

十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十

万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数

（
地
方
自
治
法
第
八
十
条
第
一
項
に
規

）

定
す
る
場
合
を
除
く

）

二
九
八
、
二
八
三

。

三

地
方
自
治
法
第
八
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ

の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が

八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四

十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た

数
）選

挙

区

数

選

挙

区

数

岡
山
市
北
区
・
加
賀
郡

八
四
、
〇
六
九

高

梁

市

八
、
七
七
五

平成３１年３月１９日　岡山県公報　第１２０７７号



岡

山

市

中

区

四
〇
、
〇
六
二

新

見

市

八
、
五
三
二

岡

山

市

東

区

二
六
、
五
五
一

備

前

市

・

和

気

郡

一
四
、
一
〇
八

岡

山

市

南

区

四
六
、
四
〇
二

瀬

戸

内

市

一
〇
、
五
五
九

倉

敷

市

・

都

窪

郡

一
三
四
、
二
九
七

赤

磐

市

一
二
、
二
三
六

津
山
市
・
苫
田
郡
・

三
六
、
五
〇
〇

真

庭

市

・

真

庭

郡

一
三
、
二
六
三

勝

田

郡

玉

野

市

一
七
、
二
二
一

美

作

市

・

英

田

郡

八
、
三
八
七

笠

岡

市

一
四
、
〇
一
一

浅

口

市

・

浅

口

郡

一
二
、
九
三
九

井

原

市

・

小

田

郡

一
五
、
六
四
一

久

米

郡

五
、
五
四
四

総

社

市

一
八
、
七
〇
〇

平成３１年３月１９日　岡山県公報　第１２０７７号



◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
三
十
六
号

（

）

、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号

第
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
の
技
能
に
関
す
る
講
習
を
実
施
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

使
用
銃
種

散
弾
銃

二

講
習
の
日
時
及
び
場
所

１

ト
ラ
ッ
プ
射
撃
（
ト
ラ
ッ
プ
か
ら
射
撃
線
ま
で
の
距
離
が
十
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
も
の
を
い

う

）
。

日

時

場

所

平
成
三
十
一
年
四
月
八
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
四
月
十
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
四
月
十
日
（
水
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
四
月
十
五
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
四
月
十
六
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
四
月
十
七
日
（
水
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場
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平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
二
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－
午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
四
日
（
水
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
五
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
九
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
五
月
六
日
（
月
）

午
前
十
時

平
成
三
十
一
年
五
月
八
日
（
水
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
五
月
九
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
五
月
十
三
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
五
月
十
五
日
（
水
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
五
月
二
十
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場
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平
成
三
十
一
年
五
月
二
十
二
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
五
月
二
十
二
日
（
水
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
五
月
二
十
七
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
五
月
二
十
八
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
五
月
二
十
九
日
（
水
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
六
月
三
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
六
月
五
日
（
水
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
六
月
六
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
六
月
十
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
六
月
十
二
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場
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平
成
三
十
一
年
六
月
十
二
日
（
水
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
六
月
十
七
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
六
月
十
八
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
六
月
十
九
日
（
水
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
六
月
二
十
四
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
六
月
二
十
六
日
（
水
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

２

ス
キ
ー
ト
射
撃
（
ク
レ
ー
が
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
の
上
方
を
通
過
す
る
よ
う
に
発
射
さ
れ
る
も
の

を
い
う

）
。

日

時

場

所

平
成
三
十
一
年
四
月
十
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場
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平
成
三
十
一
年
四
月
十
六
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
四
月
十
九
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
五
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
六
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
五
月
三
日
（
金
）

午
前
十
時

平
成
三
十
一
年
五
月
九
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
五
月
十
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
五
月
十
七
日
（
金
）

午
前
十
時

平
成
三
十
一
年
五
月
二
十
二
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
五
月
二
十
四
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平成３１年３月１９日　岡山県公報　第１２０７７号



平
成
三
十
一
年
五
月
二
十
八
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
五
月
三
十
一
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
六
月
六
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
六
月
七
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
六
月
十
二
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
六
月
十
四
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一
－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
六
月
十
八
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
六
月
二
十
一
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
六
月
二
十
八
日
（
金
）

午
前
十
時

三

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

平成３１年３月１９日　岡山県公報　第１２０７７号



２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
の
実
施
日
の
七
日
前

そ
の
日
が
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例

平

（

（

成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
休

日
の
直
後
に
お
け
る
県
の
休
日
で
な
い
日

。
た
だ
し
、
講
習
の
日
時
が
平
成
三
十
一
年
五
月
六

）

日
（
月
）
及
び
同
月
八
日
（
水
）
の
講
習
に
あ
っ
て
は
、
同
年
四
月
二
十
六
日
（
金
）
を
提
出
期

限
と
す
る
。

四

受
講
手
数
料

一
万
二
千
三
百
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

五

そ
の
他

１

各
講
習
の
受
講
定
員
は
、
お
お
む
ね
五
人
と
す
る
。

２

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

３

講
習
修
了
証
明
書
は
、
受
講
申
込
書
を
提
出
し
た
警
察
署
に
お
い
て
後
日
交
付
す
る
こ
と
と
す

る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
三
十
七
号

（

）

、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号

第
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
の
技
能
に
関
す
る
講
習
を
実
施
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

使
用
銃
種

ラ
イ
フ
ル
銃

二

講
習
の
日
時
及
び
場
所

日

時

場

所

平
成
三
十
一
年
四
月
九
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一

午
前
十
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
四
月
九
日
（
火
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
四
月
十
六
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一

午
前
十
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
三
日
（
火
）

午
前
十
時

平
成
三
十
一
年
五
月
七
日
（
火
）

午
前
十
時

平
成
三
十
一
年
五
月
七
日
（
火
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
五
月
十
四
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一
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午
前
十
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
五
月
二
十
一
日
（
火
）

午
前
十
時

平
成
三
十
一
年
五
月
二
十
八
日
（
火
）

午
前
十
時

平
成
三
十
一
年
六
月
四
日
（
火
）

午
前
十
時

平
成
三
十
一
年
六
月
四
日
（
火
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
六
月
十
一
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一

午
前
十
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

平
成
三
十
一
年
六
月
十
八
日
（
火
）

午
前
十
時

平
成
三
十
一
年
六
月
二
十
五
日
（
火
）

午
前
十
時

三

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
の
実
施
日
の
七
日
前
。
た
だ
し
、
講
習
の
日
時
が
平
成
三
十
一
年
五
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月
七
日
（
火
）
の
講
習
に
あ
っ
て
は
、
同
年
四
月
二
十
六
日
（
金
）
を
提
出
期
限
と
す
る
。

四

受
講
手
数
料

一
万
二
千
三
百
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

五

そ
の
他

１

各
講
習
の
受
講
定
員
は
、
お
お
む
ね
五
人
と
す
る
。

２

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

３

講
習
修
了
証
明
書
は
、
受
講
申
込
書
を
提
出
し
た
警
察
署
に
お
い
て
後
日
交
付
す
る
こ
と
と
す

る
。
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